
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （公財）大阪府消防協会三島地区支部総合訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災のない明るい吹田市を築きましょう 
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火事と救急は 

局番なし119番 

平成２５年度全国統一防火標語 

『消すまでは 心の警報 ＯＮのまま』 
 



 

吹田市防火連合会 

６月２１日（金） 総 会（千里山 柏屋） 

１１月２８日（木） 防災講演会・交流会 

         （東急イン） 

  

吹田市建設業防火協会 

 ４月１８日（木） 幹事会（消防本部） 

 ５月２７日（月） 総  会（東急イン） 

 ８月２９日（木） 役員会（消防本部） 

 

吹田市公衆集合場防火協会 

 ４月１５日（月） 役員会（消防本部） 

 ６月１０日 (月） 総 会 

（サニーストンホテル） 

 ９月 ３日（火） 第２回役員会（消防本部） 

 

吹田市工場危険物防火協会 

 ４月２４日（水） 役員会（消防本部） 

 ５月３０日（木） 総  会（東急イン） 

 ８月２６日（月）第２回役員会（消防本部） 

 

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

 ５月１０日（金） 総  会（消防本部） 

 ７月２８日（日） 吹田まつりパレード参加

（旭通り） 

１０月１６日（水） 研修会 

（阪神高速震災資料保管庫） 

 

吹田市防火さつき会 

 ４月２３日（火） 総  会（消防本部） 

１０月２２日（火） 研修会 

（岸部中 旧中西家住宅） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役  職 氏  名 事 業 所 名 等 所  属 

相 談 役 井上哲也 吹田市長  

〃 松中唯人 吹田市消防長  

会   長 橋本  治 橋本建設㈱ 建設・会長 

副 会 長 市川盛壽 豊津振興市場協同組合 公衆・会長 

会計監査 中村英夫 ㈱江坂設備工業 建設・副会長 

会 員 紙谷和典 日本推進建設㈱ 建設・副会長 

〃 田中敏之 栄電気㈱ 建設・副会長 

〃 渡邉  眞 ㈱ワタナベ 建設・副会長 

〃 石井章雄 サニーストンホテル 公衆・副会長 

〃 川野正善 
吹田市千里市場商店会 

協同組合 
公衆・副会長 

〃 木村友彦 クラブ・アルドーレ 公衆・副会長 

〃 青木賢吉 
アサヒビール㈱ 

吹田工場 
工危・会長 

〃 西林秀幸 ㈱日本触媒 吹田工場 工危・副会長 

〃 天野正夫 
㈱ＮＥＯＭＡＸ 

マテリアル 
工危・副会長 

〃 米原  茂 山文油化㈱吹田工場 工危・副会長 

〃 浅野公彦 
山崎製パン㈱  

大阪第一工場 
工危・副会長 

〃 阪本  緑 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（上山手） 
家防・会長 

〃 笹川順子 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（内本町） 
家防・副会長 

  ◎吹田市防火連合会名簿◎ 

 

  

 

建設……吹田市建設業防火協会 

 公衆……吹田市公衆集合場防火協会 

工危……吹田市工場危険物防火協会 

 家防……吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

※敬称略 

各協会の予定 

◆協 会 だ よ り◆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆藤白藤栄会家庭防火クラブ『安心声掛け運動』◆ 

吹田市藤白藤栄会家庭防火クラブは、平成25年 

6月19日（水）、千里藤白台住宅周辺の防火・防犯活

動として、地域の高齢者の方に「安心声掛け運動」

を実施しました。竹内揚子会長を先頭に積極的に高

齢者の方とコミュニケーションをとり、リーフレッ

トなどを渡して『防火・防犯』の協力を呼び掛けま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大阪府危険物大会◆ 

平成 24年 6月 7日（金）、大阪市中央区の KKR HOTEL 

OSAKA で行われた大阪府危険物安全大会で優良危険

物関係事業所として吹田市工場危険物防火協会所属

の株式会社 NEOMAXマテリアルが表彰され、同社の鈴

木 浩氏が大阪府知事感謝状の贈呈を受けました。 

また、大阪府危険物安全協会理事長から優良危険

物事業所としてオリエンタル酵母工業株式会社大阪

工場が表彰され、同社の出口都彦氏が表彰状を受け

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から松中消防長、鈴木氏、出口氏、西林副会長 

◆幼年消防クラブ結成◆ 

 
平成 25年 6月 17日（月）、市内で 31番目の幼年消防クラブとして、吹田市立古江台幼稚園に幼年消防

クラブが結成されました。 

山﨑 清治北消防署長から法被が、吹田市防火連合会からペナントが贈呈され、園児は「火遊びはしま

せん」と元気よく宣誓してくれました。 

 

『安心声掛け運動』の様子 

古くなった消火器は、お近くのリサイクル窓口へ！ 
消火器にも寿命があります。古くなった消火器は、いざという時に使用出来なかったり、 

破裂等の事故につながる場合があります。大型ゴミ、不燃ゴミ、リサイクルゴミでは収集 

できません。特定窓口（消火器販売業者）、指定取引場所（メーカー営業所、収集運搬業者） 

などのリサイクル窓口へお持ちください。 
     

 

 

お問い合わせ／南消防署（６３１７－０１１９） 北消防署（６８７２－０７６６） 

                         西消防署（６３８４－０１５１） 東消防署（６８７６－９１１９） 

       

 

 

消火器リサイクル推進センター  詳しくは、こちらの 

    ホームページをご覧ください 

古江台幼稚園幼年消防クラブ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガソリン携行缶を正しく使って 
 安 心 ・ 安 全 に ！！ 

 ～思わぬ事故を起こさないために～ 

ガソリン携行缶を正しく使うための５つのポイント 

その２ 

ガソリンの危険性について 

・ガソリンは引火点が－２０℃～－４０℃と低いので、小さな火源でも極めて引火しやすく

爆発的に燃焼する物質です。 

ガソリンを入れる容器について 

ガソリンの購入について 

・ガソリンを入れる容器は、消防法令により一定の強度のある材質を使用することと、容量

が制限されています。特に灯油用ポリエチレン容器にガソリンを入れることは非常に危険

なのでやめましょう。 

その１ 

その３ 
・ガソリンの購入は、消防法令の基準に適合した容器でガソリンスタンドにて購入してください。

※（セルフスタンドでは、利用者が自らガソリンを容器に入れることはできません。） 

その４ 
ガソリンの保管について 

・ガソリンは、揮発性が極めて高く、火災が発生すると爆発的に広がるので、容器は確実に密

栓し、火気や高温部、直射日光を避けて通気性の良い場所に保管しましょう。 

その５ 

ガソリン携行缶の取扱いについて 

・容器栓を開ける前には圧力調整弁を操作する等、ガソリンの吹きこぼしを防ぎましょう。 

ガソリン使用機器等の燃料補給については、エンジンを稼働させたままの給油等は絶対に避

けましょう 

※これらのラベルが貼られた携行缶は、消防法令

で定められた基準に適合していることが確認さ

れています。 

 立消え安全装置・調理油過熱防止装置を正しく使って 

安 心 ・ 安 全 に ！！ 
 

コンロを正しく使うための８つのポイント 

 

天ぷら油の過熱発火をご存知ですか？ 

 
天ぷら油を加熱したままにすると、どんどん油の温度が上がり

360℃前後になると火種がなくても油自身が燃え上がります。

これを天ぷら油の過熱発火と言います。 

１ 調理中は絶対その場を離れないでください！ 

２ そばを離れる時は、必ず火を消してください！ 

３ こんろの周囲はいつもきれいにして、近くに燃えやすいものを置かないでください。 

４ 調理油過熱防止装置が付いている機種での揚げ物調理は、センサーが付いている側のバーナーを使用して

ください。 

５ 油量が少ないと温度が急激に上がります。揚げ物調理時の油量は取扱説明書に従ってください。 

６ なべ底についた異物(汚れや焦げなど)は取り除いて使用してください。 

７ 袖口や服の裾が広がっているものは、着衣着火の危険があるので気をつけましょう。 

８ 電磁調理器（IH）こんろでも誤った使い方や対応機器以外の調理器具を使うと火災の危険があります。 

ガスこんろの安全対策 
 

平成 17 年 8 月以降に製造された家庭

用 2口又は、3口ガスこんろの 1口以

上に鍋底が 250℃以上になると自動消

火する調理油過熱防止装置（天ぷら油

過熱防止装置）が装備されました。さ

らに平成 20 年 4 月以降に製造された

ガスこんろ（卓上 1口こんろは除く）

には、調理油過熱防止装置（天ぷら油

過熱防止装置）・立消え安全装置と消

忘れ消火機能等を併せ持った『ＳＩセ

ンサー』が全てのバーナーに装備され

ています。 

 

※天ぷら鍋などを火にかける場合

は、必ず調理油過熱防止装置のつ

いた口（バーナー）で加熱してく

ださい。装置のない口（バーナー）

で加熱することは、過熱発火の原

因のひとつです。 

 



 

 

 

 

 
 
 

当社は、昭和２３年に榎阪にて薪炭・氷を商う店として創業しました。 

昭和２９年にはプロパンガスの販売を行い、また千里ニュータウンの誕生と共に生活様式が 

変化し、茶の間がダイニングキッチンへそれまで流しの主流は人造石の研ぎ出しや木製亜鉛鉄 

板張りでしたが、ステンレスの清潔感あふれる流し台に、風呂も銭湯から内風呂へと変わって 

いきました。我社も時代の流れと共に扱い商品も増え昭和４８年に法人化し、昭和６３年より 

水廻りを中心としたリフォーム倶楽部を開設し「応援します、あなたの暮らし」をテーマに快 

適な住まい創りの提案を進めております。 

これからも地域社会に貢献できますよう頑張ってまいります。 

 

事業所訪問 
株式会社 ワ タ ナ ベ 

株式会社ワタナベ 

〒564-0063 吹田市豊津町１６－８ ワタナベビル１F 

TEL：06-6384-2273  FAX：06-6385-7749  HP：http//r-watanabe.jp/ 

 



◆（公財）大阪府消防協会三島地区支部総合訓練◆ 

平成 25年 8月 18日（日）、島本町東大寺 4丁目島本町立第二小学校で開催された（公財）大阪府消防協会三島

地区支部総合訓練において吹田市消防団193名の代表として吹一分団・吹三分団・千一分団・吹二分団・豊津分団・

岸部分団から選出された36名が「小隊訓練」の部に出場しました。 

この日は、5月から市立第五中学校で27回に及ぶ訓練を実施した成果を発揮し、一糸乱れぬ動きを披露しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆大阪の消防大賞◆ 

平成 25年 7月 6日（土）、大阪国際交流センターに

て第28回「大阪の消防大賞」表彰式が行われました。

指令情報第２課の森田翔平消防士長が、生後９か月の

女児が入浴中に心肺停止状態となった救急事案におい

て、119 番通報をしてきた母親を落ち着かせ迅速的確

な口頭指導を行った結果、心拍及び呼吸が再開し、尊

い小さな生命を救命に導いた功績で表彰されました。 

また、7月12日（金）に井上哲也吹田市長に受賞の

報告を行いました。 

 

 

 

 

 

たそがれコンサートの様子 

小隊訓練を披露する吹田市消防団 

 

◆ 吹 田 ま つ り ◆ 

平成25年7月27日（土）、28日（日）の両日、

毎年恒例の吹田まつりが開催されました。 

7月 28日（日）の本祭りには、パレードが実施

され、吹田市家庭防火クラブ連絡協議会の会員 55

名は、法被姿も凛々しく猛暑の中、「家庭防火はみ

んなの手で！」を市民にアピールし、旭通り商店街

を行進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会：パレードの様子 井上哲也市長（左） 森田翔平 消防士長（右） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【救急活動】 

  平成25年3月31日（日）に吹田市江坂町1丁目

のスポーツジムで発生した救急事案において、藤井

翔平氏、安達尚広氏、三淵顕治氏、安味伸策氏は、

心肺停止状態の患者に迅速かつ的確な救命処置を

実施し、救急隊に引継ぎ社会復帰へと導いた功績。 

 

◆ 市 民 表 彰 ◆  

◆◆ 

 
 

訓 練 の 様 子 

◆み ん な の 健 康 展◆ 

◆◆ 

 
 

【火災未然防止活動】 

  平成25年6月9日（日）に吹田市津雲台2丁目の

共同住宅で発生した事案において、小坂浩一氏と小

坂征子氏は、隣室の異常に気づき浩一氏がベランダ

伝いに進入、征子氏は 119番通報を実施し、鍋の空

焚きを早期に発見することで、火災を未然に防いだ

功績。 

   

藤井翔平氏 

（左から2番目） 

 

安達尚広氏 

（中央） 

 

三淵顕治氏 

（右から 2番目） 

小坂浩一氏 

   （右） 

【初期消火活動】 

  平成 25年 7月 12日（金）に吹田市青葉丘南の共同

住宅で発生した火災事案において、村上哲史氏は、隣

人宅が火事と知り、廊下に設置されている消火器を使

用して火災拡大を初期段階において抑制した功績。 

   

村上哲史氏 

   （右） 

◆地 域 防 災 総 合 訓 練◆ 

◆◆ 

 
 

平成 25年 9月 5日（木）、市役所敷地内で地震災害

応急対策として情報収集・緊急連絡、初期消火及び人

命救助等の訓練が行われました。この地域防災総合訓

練は、災害発生時における初動体制及び応急対策の確

立を図るために市役所職員と消防職員で実戦さながら

に実施され、防災意識の高揚が図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年9月7日（土）、8日（日）の両日、吹田市

文化会館（メイシアター）において『明るく楽しく健

康づくり』をテーマに第30回みんなの健康展が開催さ

れ、消防本部も心肺蘇生訓練用人形を展示し、人工呼

吸等の応急手当の実技指導を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急手当実技指導の様子 
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